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   Metastatic tumor of the penis is uncommon and only 95 cases have been reported in Japan. 
A 70-year-old man, who had squamous cell carcinoma of the lower pharynx, complained of urethral 
induration. Biopsy was performed and pathological diagnosis was metastatic tumor of penis 
originating from the lower pharynx. Although partial response in tumor size was noted by irra-
diation therapy, the patient died of multiple metastases in the 4th month after the diagnosis. This 
case is the first report of metastatic penile tumor originating from the lower pharynx. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 36: 1467-1470, 1990) 
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緒 言

転移性 陰茎腫瘍は比較的稀 な疾患で,本 邦ではわれ

われが調べえた限 り,現 在 まで95例 報告 されているに

す ぎない.今 回われわれは,下 咽頭を原発 巣とす る転

移性陰茎腫瘍を経験 したので,こ れを報告する,

症 り伊

患 者:70歳,男 性

主 訴=陰 茎 の硬結

家族歴,既 往歴1特 記すぺ きことな し

現病歴=1986年10月,嚥 下困難を 主訴 に 当院 耳 鼻

咽喉科 を 受診 し,下 咽 頭 癌T4NlMOと 診 断 され

た.11月 よりシスプラチ ン80mg,ペ ブ レオマイシ ン

5mgの 化学療法1ク ール施行後,12月 喉 頭食道全摘

術を施行 した.病 理組織学所見は,未 分化型扁平上皮

癌 であった(Fig.1).1987年2月 左肺下葉に 転移巣

を認め,左 下葉部分切除術を施行,7月 には同化学療

法2ク ール目を施行 したが,両 肺に多発転移をきた し,

Fig.L原 発 巣の病理組織像.低 分化 な扁平上

皮癌 で表層の扁平上皮 と連続性を認 め

た.こ の周囲に潰瘍が存在 していた.

1988年3月 には頸 部 リンパ節転移 も出現 した.そ の後

嚥下 困難が増 強 し,5月 よ り同化学療法3ク ーノレ目を

施行する も下痢のため中止,同 月よ り放射線 を頸 部,

鎖骨窩に それ ぞれ計40Gy照 射を開始 した.患 者は

その頃,陰 茎 の硬結に気づ き,当 科へ 併 診 され て き

た.
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現 症:身 長172cm,体 重51kg,体 格 中 等 度,栄

養 は 不 良 で,陰 茎 腹 側 中 央 の 皮 下 に 可 動 性 の 乏 し い

20×15mniの 無 痛 性 の 腫 瘤 を 認 め た ,

検 査 所 見=末 梢 血=WBC13,400,RBC2J「9×104,

Hb8・79/dl,Hct25.7%,Plt332xlo3,生 化 学:

TP6.39/dl,T.Bil6.3mg/dl,GOT22mU/ml,

GPTl5mu/ml,LDHl,348mu/m1,ALP497

mU/ml,CrO.8mg/dl,BUN23mg/dl,Nal31

mEq/1,K3.9mEq/[,Cl90mEq/l,CEAl.9ng/

m1,AFP3,6ng/m1,cA-19-912.6u/ml,scco.9

ng/ml,.

超 音 波 所 見 ・尿 道 に 近 接 す るhypoechoicな 腫 瘍

を 認 め た(Fig.2).

糊諸.ζ 瞬 卿 『

・鞭 箔

齢'鯛輿嘲 のP

雛

騨が劇
騨
FF死

Fig.2.陰 茎 の矢 状面 エ コ ー像.尿 道 に近 接 す

るhypoechoicな 腫瘍 像 を認 めた.

その後の経過ll988年5月30日 に陰茎部腫瘤生検を

施行 した.病 理組織所見は下咽頭 と同様 の,よ り未分

化な扁平上皮癌 で,原 発 巣か らの転移性陰茎 腫瘍 と診

断 した(Fig.3).6月29日 より頸部に電子線治療を計

60Gy行 い,ほ ぼそれに並行 して,7月1日 よ り陰茎

部腫瘤 に 計50Gy(2Gylday)の 電子線治療 を5週

間にわた り行った.電 子線治療前の陰茎部腫瘤 の大 き

さは23×17mmで あったが,治 療後は5x5mmに

縮小 し,局 所の効果 を認めた,し か しなが ら,患 者は

10月5日,転 移性陰茎腫瘍の診断か ら約4ヵ 月後,多

発性転移のため癌死 した.

考 察

陰茎 への腫瘍転移は,そ の豊富な血液供給 と前立腺

・膀胱 ・直腸 とい った近接臓器に悪性新生物が高率に

発生するに もかかわらず稀 である.転 移性陰茎 腫瘍 の

報告は,1870年Eberthi)の 直腸癌の陰茎 海綿体転移

例が最初であ り,欧米では約200例,本 邦 では1934年 斉

藤2)の 報告 以来 自験例を含め96例7一監o)にす ぎない.

ぼ し

灘
Fig.3.陰 茎転移 巣の病理組織像.原 発巣 よ り

さらに低分化な扁平上皮癌の像を示 し

ていた.

原発巣としては,膀 胱 ・前立腺 ・腎孟尿管 ・直腸の

順に多 く,尿 路性器 と骨盤 内臓器 よりの転移が84%を

占めてい る(Tablel).こ れに 対 して 骨盤外臓器 よ

りの転移は少ない.下 咽頭癌の遠隔転移は,血 行性に

肺,肝 に転移す ることが多 く,骨 盤 内に転移す ること

は稀 であ り,陰 茎転移の報告は,欧 米お よび本邦を通

じてわれわれが調べえた限 り自験例が最初である.

転移性陰茎腫瘍の転移経路については,Abeshouse

Table1.転 移 性 陰 茎 腫 瘍 の原 発 巣.

原 発 巣 症例数(%)

泌 尿性 器 系 73(76.0)
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計 96(100)



馬場,ほ か 言転移性陰茎 腫瘍 ・下咽 頭腫瘍

ら11)が述べている ように,1)直 接浸潤,2)接 種,3)

器械操作,4)動 脈性,5)静 脈逆 行性,6)リ ンパ管

逆行 性 が 考 え られ て い る.Paquin&Rolancli2),

Abeshouseら11),三 品 ら13)は,こ れ らのなか で静脈

逆行性転移が有力 な経路であると述ぺ ている.す なわ

ち,深 部陰茎 背静脈は前立腺お よび膀胱の静脈叢へ注

ぎ,こ の静脈叢 は骨盤 内臓器 と密につなが っている.

これ ら静脈系の中枢 側で腫瘍栓塞 が生 じた り,あ るい

は何 らかの原因で胸腔腹腔 内圧上昇を きた した ときに

は,血 流が一時的に逆流 し,腫 瘍細胞の逆行性転移が

起 こると考え られ る.AbeshouseらIDは 腎腫瘍に続

発 した陰茎 腫瘍12例 中左腎原発が9例 も見られたこと

か ら,こ の説を強 く主張 している.自 験例では遠隔臓

器を原発 とし,肺 肝転移をきた した ことか ら動脈性転

移が疑われ る.

以上のことか ら,一 般に転移性陰茎腫瘍の転移経路

は,単 一の経路で説 明す ることはできず,複 数 の経路

で転移が起 こる と考え られ る.

転移性陰茎腫瘍 の臨床症状は,陰 茎部の腫瘤が59・1

%と 最 も多 く(Table2),孤 立性結節の形 を と る こ

とが多い.そ の発症部位は,陰 茎 海綿体が最 も多 く,

尿道海綿体に発症する ことは稀 である12).こ の ことは

病巣が尿道海綿体へ浸潤す ることに よって現われ る排

尿困難や排尿痛な どの症状が転移性陰茎腫瘍では少な

いことと一致 している.

Table2.転 移 性 陰 茎腫 瘍 の 臨床 症 状.

臨 床 症 状 症例 数(%)

陰 茎 腫 瘤

持続 勃起 症

痛

難

痛

閉

尿

感

困

茎

尿

尿

尿

陰

排

排

尿

頻

残

2

9

3

2

4

2

1

1

【」

3

2

1

(59,1)

(44.3)

(26.1)

(13.6)

(4,6)

(2,3)

(1.1)

(1,1)

症 例 数

不 明

8

8

8

計 96

つ ぎに 多い 症 状 と して 自験 例 で は 見 ら れ な か った

が,malignantPriaPismが あ げ られ る.Abeshouse

ら11)は38.1%に,Paquinら12)は40%に,本 邦 で は

奥 村3)に よる と50%にmalignantpriapismを 認 め

てい る と報告 してい る ・ 一 方 原 発性 陰 茎 腫 瘍 で は,

Abeshouseら11)に よ る と7%にmalignantpria・

pismを 認 め て い る こ とか ら,転 移 性 陰 茎 腫瘍 の方 が

1469

その発生率の高いことを示 している.こ のことは,転

移性陰茎腫瘍の発生部が陰茎海綿体に多いのに対 し,

原発性陰茎腫瘍の多 くが陰茎先端に発生す ることか ら

も理論的に一致する結果 とな っている.

本症 の治療 としては外科療 法 ・化学療法 ・放射線療

法が,単 独あるいは併用 して行われているが,す でに

他臓器への転移 も認められる ことが多いので予後はい

ずれ もきわめて悪い.外 科 的治療に関 しては全身状態

が良好で,陰 茎 部痛や持続勃起症の除去を 目的 とす る

場合には意義があると思われ る.局 所放射線療法は全

身状態がかな り悪化 している症例にで も行 えるので,

本邦で も多 く施行されているが,著 効例の報告は少な

いよ うであ る,自 験例では,原 発巣がすでに進行 して

いる ことと排尿 困難や排尿痛を認めなか ったので外科

療法 は行わずに前述の よ うに局所放射線療法 を 施 行

し,縮 小効果を認めた.

転移性陰茎腫瘍の予後は著 しく悪 く,本 邦で最も長

期に生存 したのは上野 ら14)の胃癌症例の2年11ヵ 月で

自験例の ように多 くは1年 以内に死亡 している.

結 語

下咽 頭癌を原発巣とする転移性陰茎腫瘍の1例 を報

告 し,若 干の文献的考察を行 った.
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